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中学校国語科「話すこと・聞くこと」領域における 
学習指導のあり方に関する研究
― アクティブ・ラーニング的な学習活動を位置づけた言語活動 ―
１．アクティブ・ラーニングの視点を取り入れた授業改善の指針
　次期指導要領改訂の柱の一つに「アクティブ・ラーニング」が挙げられている。
「初等中等教育における教育課程の基準等の在り方について（諮問）」（平成26年11
月20日　中央教育審議会）の中に，この「アクティブ・ラーニング」に関する記述
がある。（下線は論者による。以下同様）
大　野　邦　彦
　これらの取組に共通しているのは，ある事柄に関する知識の伝達だけに偏ら
ず，学ぶことと社会とのつながりをより意識した教育を行い，子供たちがそう
した教育のプロセスを通じて，基礎的な知識・技能を習得するとともに，実社
会や実生活の中でそれらを活用しながら，自ら課題を発見し，その解決に向け
て主体的・協働的に探究し，学びの成果等を表現し，更に実践に生かしていけ
るようにすることが重要であるという視点です。
　そのために必要な力を子供たちに育むためには，「何を教えるか」という知
識の質や量の改善はもちろんのこと，「どのように学ぶか」という，学びの質
や深まりを重視することが必要であり，課題の発見と解決に向けて主体的・協
働的に学ぶ学習（いわゆる「アクティブ・ラーニング」）や，そのための指導
の方法等を充実させていく必要があります。こうした学習・指導方法は，知
識・技能を定着させる上でも，また，子供たちの学習意欲を高める上でも効果
的であることが，これまでの実践の成果から指摘されています。
　「主体的・協働的に学ぶ学習（いわゆる「アクティブ・ラーニング」）やそのため
の指導の方法等を充実させていく必要があります」と明記されているように，「ア
クティブ・ラーニング」を学習指導に位置づけた指導方法の改善が求められている。
　では，「アクティブ・ラーニング」を位置づけた学習指導とは，どのような特性
を備えた授業であろうか。「教育課程企画特別部会における論点整理について」（平
成27年８月26日　教育課程企画特別部会資料）の中には，「アクティブ・ラーニング」
を位置づけた学習指導のあり方を考える際のヒントとなる記述がある。
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　ここに挙げられている３項目は，〈今後求めらる国語科授業づくりの要件〉と置
き換えて読むことができる。そこで，以下のように〈今後求められる国語科授業づ
くりの要件〉として整理してみた。
　　　　　　〈深い学びの過程の実現〉
　　　　　　１のａ…習得・活用・探究という学習プロセスを関係づける
　　　　　　１のｂ…問題発見・解決を重視する
　　　　　　〈対話的な学びの過程の実現〉
　　　　　　２のａ…他者との協働や外界の情報との相互作用の重視
　　　　　　２のｂ…自らの考えを広げ深める
　　　　　　〈主体的な学びの過程の実現〉
　　　　　　３のａ…学習者が見通しをもつ
　　　　　　３のｂ…学習者が自らの学習活動を振り返り， 次の学習活動につなげる
　本論においては，蒲郡市立形原中学校１年生を対象に論者がおこなった授業実践
（「話すこと・聞くこと」領域の単元「発見したことを伝えよう―スピーチの会を開
く―」）を取り上げる。この実践について，上の「アクティブ・ラーニング」の視
点から言語活動の意味を明確にし，「アクティブ・ラーニング」を重視した授業実
践のあり方について考察をおこなっていく。
２． アクティブ・ラーニング的な学習活動を位置づけた言語活動 
―単元「発見したことを伝えよう―スピーチの会を開く―」（話す・聞く）―
　本論に取り上げる単元「発見したことを伝えよう―スピーチの会を開く―」は，
中学校生活という新しい世界で発見した喜びや驚きを１分間スピーチで伝えるとい
う「話すこと・聞くこと」領域に関する学習である。本単元の授業づくりの工夫を
先述の〈今後求められる国語科授業づくりの要件〉と関係づけて考察する。
（1） 　　　　　〈深い学びの過程の実現〉
　平成20年度版学習指導要領に「習得」「活用」「探究」という言葉が初めて使われ
るようになった。それは，これまでとは異なる学力観に基づいた資質・能力の育成
が必要となったからであろう。知識を知っていることの多さ（量）だけではなく，
要件１
要件２
要件３
要件１
　アクティブ・ラーニングの視点からの不断の授業改善
◇ 習得・活用・探究という学習プロセスのなかで，問題発見・解決を念頭に置
いた深い学びの過程が実現できているかどうか。
◇ 他者との協働や外界の情報との相互作用を通じて，自らの考えを広げ深め
る，対話的な学びの過程が実現できているかどうか。
◇ 子供たちが見通しを持って粘り強く取り組み，自らの学習活動を振り返って
次につなげる，主体的な学びの過程が実現できているかどうか。
（教育課程企画特別部会　論点整理　補足資料　「２．新しい学習指導要領等が目指す姿」より）
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その知識を使って思考したり，判断したり，表現したりすることを通して新たなも
のを創出することが求められているのである。
（1）―① 　　　　　　 …習得・活用・探究という学習プロセスを関係づける
　教科学習におては，基礎的・基本的な知識・技能の「習得」とそれらの「活用」
を通した思考力・判断力・表現力の育成の往復が重要である。国語科学習指導にお
いても，この「習得」「活用」を学習活動に位置づけ，思考・判断・表現すること
により，〈知っている〉段階から〈使いこなせる〉段階へと学習者の資質・能力を
高めることが求められている。
　学習活動において， 「習得」 と 「活用」 をつなぐ役目を果たすのは，学習者自身で
ある。こう考えると，学習活動において学習者がつなぐ対象となるものが明確でな
くてはならない。国語科学習指導は，螺旋的・反復的に繰り返しながら学習し，言
葉の力の定着を図ることを基本としている。過去の学習活動を通して知っているこ
とや生かせることを学習者自身がもっていることもあるだろうし，学習者自身は自
覚していなくても生かせることを身につけていることもある。これからの国語科学
習指導には，ただ教え込むばかりではなく，学習者のもつそのような〈学ぶべき価
値や工夫〉 を生かしながら， 新たな 〈学ぶべき価値や工夫〉 等を発見することができ
るようにすることが求められているのである。そのためには， 〈螺旋的・反復的学習〉 
という特徴を生かし， 「習得」 と 「活用」 をつなぐ対象となる 〈学ぶべき価値や工夫〉 
を明らかにするとともに， それらをつなぐ場と機会を何回も設定することが重要で
ある。下は， 学習者がもつ 〈学ぶべき価値や工夫〉 の例を示したものである。
［〈学ぶべき価値や工夫〉の例］
要件１のａ
○卒業生の学びの掲示物　「話すこと・聞くこと」
・はじめに結論を言う ・あいさつを使い分ける
・話す言葉を工夫する ・頭の中で整理してから話す
・立場が変わると話す内容も変わる ・聞きたいことを具体的に聞く 
・根拠が長くなる場合には初めに結論，次に根拠という順に話す
（合計37個中の７個　以下省略）
（1）―② 　　　　　　 …問題発見・解決を重視する
　学ぶ必然性のない学習，教え込む学習は，知っていることやその量に学習の良さ
を見出しがちである。学習活動の中に「習得」「活用」「探究」という学習プロセス
を位置づけることの意味は，〈知っている〉段階から〈使いこなせる〉段階へと学
習者の資質・能力を高めることにある。そのために重要なことのもう一つは，試行
錯誤しながらも新たなことを発見したり身につけたりする体験である。つまり，言
葉の力を育むために，学習目標に向かって，自己の問題を発見し，解決していく体
験である。スキル的なものを教え込むことは能率的である一方，形式的な学習に陥
要件１のｂ
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りがちである。深く思考するとも限らない。問題の発見と問題の解決という体験を
通してこそ，実感をともなう学習が成立し，使い方の意味や意義を実感し，〈使い
こなせる〉段階へと学習者は高められるのである。
　そのために必要となることは，次の３項目である。
　ア．〈学習目標が明確であること（学習目標が明確な授業）〉
　イ．〈学習活動に必然性があること（学習活動の目的が明確な授業）〉
　ウ．〈学習者の思いや願いを生かすこと（学習者主体の授業）〉
　ア．〈学習目標が明確であること（学習目標が明確な授業）〉
　本単元は，総合的な学習の時間における「福祉」の授業とも関連させて合科的に
取り組んだ。総合的な学習の時間における言語活動にも生きて働く言葉の力の育成
をしたいと願ったためである。
　本単元の年間指導における位置づけと単元の学習目標は，次の表のようになって
いる。
［年間指導における本単元の位置づけ］
［本単元の学習目標と指導計画］
５月単元　「発見したことを伝えよう―スピーチの会を開く―」（話す・聞く）
◇学習目標（教科書より引用）
　・自分の考えをわかりやすく説明するために，具体的な話題を選ぶ。
　・言いたいことが効果的に伝わるように，スピーチの構成を考える
　・発表者が気持ちよく話せるように，スピーチに耳を傾ける。
国　　語　　科 関　連　授　業
「話すこと・聞くこと」領域
５月 〈習 得〉
◇発見したことを伝えよう
思・判・表－スピーチの会を開く－
９月
〈活 用〉
〈探究〉
□福祉体験学習
（ ）総合的な学習の時間
〈習 得〉１２月
◇話し合って考えよう
グループディスカッション 思・判・表 １月
〈活 用〉
〈探究〉
□福祉体験講座
（ ）総合的な学習の時間
思考力・判断力・表現力の育成
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　イ．〈学習活動に必然性があること（学習活動の目的が明確な授業）〉
　本単元においては，スピーチという「話すこと・聞くこと」領域に関する言語活
動が中心となっている。その言語活動に必然性をもたせるために，中学校生活とい
う新しい世界で発見した喜びや驚きを初めて知り合った友だちに伝えるという話題
を設定している。
　また，【１時間目】に，「話すこと・聞くこと」領域の学習を振り返るとともに，
本単元を通して身につけたい言葉の力を下のような形で学習者全員に調査し，記述
させている。このようにすることによって，学習者自身にも学習活動における自己
の目的を意識させた。
　〈話すこと・聞くこと〉　１年　組　番　名前
① 小学校で学習したことを思い出してみよう。国語の時間に学習した〈話すこ
と・聞くこと〉では，どのような体験をしましたか。
　・スピーチをやった　　　・親聞（新聞）のきじのニュース
　・ニュース番組作り　　　・ディベート，パネルディスカッション
② 小学校での〈話すこと・聞くこと〉の学習を通して，あなたが身についたと
思うことを書いてみましょう。
　・作文，日記の書き方　　・ノートのまとめ方
　・友達の意見と自分の意見とのつながり
③ スピーチをおこなったことがあると思います。次の点について，あなたの考
えや思っていることを書きなさい。
◇こんなことができるようになるといいな
　・質問とかそれについての意見　　　・いいたいことを強調
◇こんなことで困っている
　・まとめようとするとながくなってしまう
◇指導計画（８時間完了）
　１．小学校における「話すこと・聞くこと」の学習を振り返る・・・１時間
　２．スピーチの会に対するイメージ作りと話題の絞り込み　　・・・１時間
　３．スピーチの構成を考え，スピーチの練習。スピーチの構成の見直し。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・４時間
　４．スピーチの会を開催し，互いのスピーチを聞き合う。　　・・・１時間
　５．これまでの学習を振り返る。　　　　　　　　　　　　　・・・１時間
　ウ．〈学習者の思いや願いを生かすこと（学習者主体の授業）〉
　本単元においては，学習者に対して学習指導計画を説明する時間を【１時間目】
の中に確保している。その際，自分の力で学習を計画的に進めるように促した。そ
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のなかで，【１時間目】に記述した思いや願い（調査項目③）を解決したり，新た
な言葉の力を身につけたりすることができるようにも促した。学習活動の中で生じ
る思いや願いを次に示す〈授業メモ〉に毎時間記録に残していくように伝えた。
ア．中学生になって一番うれしかったことは，何でしょうか。
　・新しい友達がたくさんできたこと
イ．中学生になって一番驚いたことは，何でしょうか。
　・ 勉強の内容もむずかしくなったし，スピードがかなり早い（速い）。教科
書の量。
ウ．中学生になって，初めて出会ったことは，何でしょうか。
（2） 　　　　　〈対話的な学びの過程の実現〉
　国語科学習は，言葉を学習対象に扱う学習である。言葉の力を育むためには，〈他
者との対話〉が重要な働きをする。〈他者との対話〉を通して自己の言葉の使い方
の特徴を明らかにすることができるからである。言葉の力を育むためには，〈対話
的学び〉の充実の程度がその育成に大きく影響する。〈対話的学び〉を充実させる
ために工夫したことは，次に示す場を学習活動の中に位置づけたことである。
　ア．〈対話するものを生み出す〉場
　イ．〈対話したことを価値づける〉場
（2）―① 　　　　　　 …他者との協働や外界の情報との相互作用の重視
　「他者との協働」とは，学習者どうしの学び合い（＝〈他者との対話〉）であり，「外
界の情報との相互作用」とは，〈教室外の情報との対話〉である。こうした〈対話
的な学び〉によって，新たな言葉の力を身につけていく様子をＡ子の学びをもとに
分析的に検討をしていく。
　ア．〈対話すべきものを生み出す〉場
　〈他者との対話〉をするためには，対話すべきものがなくてはならない。そこで，
〈対話すべきものを生み出す〉ために，スピーチ原稿（１回目）を作成した。
【２時間目】
　Ａ子は，何を話題に取り上げるのか，ワークシートに記載されたア～エの観点か
ら新しく始まった中学校生活を見つめ直した。
要件２
要件２のａ
日 感　　　想 疑　　　問
５月
日
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　授業後のＡ子の〈授業メモ〉には「発見した事うれしかった事がかなりあって，
決めるのが大変だった」とあった。話題の選定に苦労していることが分かる。
【３時間目】
　Ａ子は，何を話題に取り上げようか迷っていたが，最終的に「登下校の仕方」を
話題に取り上げた。そして，「はじめ」「なか」「おわり」の３つの構成部分それぞ
れにおいて，どのようなことをどのような順番で話すのかについて考えた。
①はじめ　　・中学校に入って間もないころの登下校
　　　　　　・その時の表情や気持ち
　　　　　　・今と比べてどんなかんじか
②な　か　　・今の登下校の様子
　　　　　　・友達とのおしゃべりの内容
　　　　　　・かばんの重さ
　　　　　　・部活動の帰り道
③おわり　　・今までをふりかえって
　　　　　　・これから
　・めいそうタイムがあること
エ． 小学校生活と中学校生活を比べて違うことは，何でしょうか。３～５つ書
き出しましょう。
　・放課が短くなった　　・そうじの時間が変わった　　・移動教室がある
　・外周がある　　　　　・サブグランドがある　　　　・登下校の仕方
　Ａ子は，〈授業メモ〉に「登下校の内容は以外（意外）とたくさんあって，はじめ，
なか，おわりに上手く分かれた」と記した。【１時間目】には「まとめようとする
とながくなってしまう（調査項目③）」ことに問題意識をもっていたＡ子だったが，
３つの構成部分に「上手く分かれた」と書き，話すことがらの配置がうまくできて
いる。
【４時間目】
　学習者全員，１回目のスピーチ原稿を書き上げた。次に示すものは，Ａ子の１回
目のスピーチ原稿であり，〈対話するものを生み出し〉たものである。
　私の登下校
 １年○組　Ａ子　　　　
　私は，学校からはなれた，戸甫井に住んでいます。私はいつも近くの友達と
楽しくおしゃべりしながらきています。初めて中学校に行く時は，ワクワク，
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　Ａ子は，〈授業メモ〉に「内容がたくさんあって，強調したいところがよく書けた。」
と記した。【１時間目】に記述した「強調したいことろ」（調査項目③）を明確にし，
軽重をつけて書くことができたことに満足している。そして，〈授業メモ〉の疑問
欄に「けい語の方がいいか。だんらくはかえた方がいいか。題をつけなきゃいけな
いのか？わたしはある方がいいと思いました。」を挙げている。このように次の学
習に向けて自分なりの問題意識をもつこともできている。この疑問を解決できるよ
うに，班ごとにわかれてスピーチを発表し合う場を設定した。
【５時間目】
　本番に向けてそれぞれ自分が考えたスピーチを班（５人）ごとに発表し合った。
聞き手は，スピーチ（１回目）を聞いた感想を付箋紙に書き，話し手全員に渡した。
（付箋紙への記入の仕方は下のとおり）このようにして，学習者一人一人が生み出
したものを他者と伝え合い，目に見える形にする場を設定した。こうすることを通
して，他者の目をくぐり自分の言葉の使い方の特徴に気づくことができる。
　Ａ子は，班の仲間４人からそれぞれ付箋紙をもらった。その付箋紙には，左に示
すように①②の２つの観点から友だち
の感想が記載されていた。次頁に示す，
４人の記載内容からは，「声が大きく
て分かりやすい」（Ｋ男），「はっきり
大きな声」（Ｋ子）と声の出し方を認
められていることが分かる。また，【２
時間目】に苦労した話題選定について
も，Ｋ男から「意外な所をスピーチし
ていてよかった」と賞賛されている。
スピーチの内容に対しても「自分の考
えがいえている」（Ｓ男），「楽しい」「大
変」（Ｙ子）「友達が大好きなのがよく
わかる」（Ｋ子）と友だちに共感的に
聞いてもらうことができた。
ドキドキでした。小学校の時は，通学団で行くのがあたりまえだったけど，中
学校では，友達と行くのがあたりまえのことだからです。その時の私はすごく
昔のように思えます。
今は，すごくかばんが重いとか部活の後でつかれたとか，つらいことばかりで
す。でも私の登下校で一番好きなのはおしゃべりです。すごくつかれた時でも
おしゃべりでふっとびます。
これからも，登下校は注意しながら楽しく中学校に通ってきたいと思いまし
た。楽しい登下校にして，楽しい学校生活にしていきたいです。
［付箋紙］
○○○○さんへ（友だちの名前）
①友だちのスピーチに対する感想
　・良かったこと
　・こうするともっと良くなること
　・気づいたこと
② 友だちのスピーチに対する質問や
自分の考えを書く
△△△△より（自分の名前）
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　Ａ子は，〈授業メモ〉に「みんなの話の内容は，それぞれだった。でも，自分と
同じな所が一つずつあった」と記し，友だちの発表を聞いて自分の考えと共通点や
相違点を聞き分けている。
　より多くの友だちの〈学ぶべき価値や工夫〉に触れ，それらを自己の学びに生か
すことは重要なことである。学級の枠をこえて，他学級における〈学ぶべき価値や
工夫〉を目に見える形で整理し，紹介した。その一部が下の表である。
班の友だちからのメッセージ Ａ子の発表の良さ
◇Ｋ男より
① 声が大きくて分かりやすかった。意外な所をスピーチしていて
よかったと思います。
② おしゃべりが好きとは意外です。でも友達としゃべるのは楽し
いと思います。
声の大きさ
話題選定のよさ
◇Ｓ男より
①登下校についての自分の考えがいえている。
②そういう登下校はすきかどうか。
自分の考えの明確さ
◇Ｙ子より
① 登下校の時，友達としゃべったりしてとっても楽しい。小学校
ときょりがちがうから大変だなって思った。
②おしゃべりはどんな事を話す？？？
話題への共感
◇Ｋ子より
① 友達が大好きなのがよくわかる。はっきり大きな声で発表して
いてよかったです。
②友達何人？！
声の大きさ
はっきり話す
スピーチの会をめざして　心がけたいことみつけたこと
声の大きさ
　・声を大きく
姿勢や態度
　・原稿を見ないで話す
話す速さ
　・ゆっくり読む
　・はっきり話す
聞き手
　・聞き手に聞きやすいように話す
気持ち
　・自分の感情を入れて話す
　・気持ちをこめて話す
ことばづかい
　・分かりやすいことばを使う
　・敬語を使う
　・ 「さっき」などのことばを入れず，
具体的に話す
　・ 最後に聞いていた人にあいさつをする
質問
　・質問されたことに答えを出す
聞き手
　・聞き手が楽しくなるように話す
話す内容
　・思ったことを話す
　・「～だから」という理由を話す
　・体験談をもとに話す
　・問いかけも入れてみたい
　・聞いている人に問いかける
　・自分の経験したことを話す
　・良かった事も話す
　・理由を具体的にする
　・具体例を言う
　・具体的な例から結びに移す
　・「な，なんと」感嘆語を使う
　・たとえを使う
　・１つのことを詳しく話す
　・２つのことを比較して話す
話す順番
　・話す順番を直す
　・最初にスピーチの内容を話す
　・ 最後に「これで終わります」と言う
　・最初に自分の体験を話す
時間
　・長く話す （一部省略）
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　イ．〈対話したことを価値づける〉場
【６時間目】
　今度は，教科書教材におさめられているスピーチ例（CD　題：「先輩という言葉」）
を学習者全員に紹介し，自分の原稿と比べながら聞かせた。「友だち」（【５時間目】）
と「教科書教材例」（【６時間目】）のスピーチを聞いて，本番に向けてスピーチ原
稿を書き直した。「他者との協働」や「外界の情報との相互作用」を通して，Ａ子は，
ワークシートにどのように書き直すべきか自己の考えをまとめた。これは，学習目
標に向けて今の自分にとって何が必要なのかについて考えてまとめたものであり，
〈対話したことを価値づけ〉たものである。
　自分のスピーチを見直そう
 １年○組　Ａ子　　　　
① 友だちからのアドバイスを読んで，本番に向けて工夫したいことはどんなこ
とですか。
　・声が大きくてはっきりしているとほめられたので本番もそうしたい。
　・ 登下校にたいしての思いがしっかり書いてあると言われたので本番もそ
うしたい。
② CD のスピーチを聞いて，気づいたことはどんなことですか。
　・すごくはっきりスピーチしていた。
　・今と昔を振り返っていた。
　・みんなはどうか聞いていた。
　・感想や問いかけ，あいさつをしていた。
③CDのスピーチを聞いて，本番に向けて工夫したいことはどんなことですか。
　・感想や問いかけ，あいさつを自分にもとり入れて，書きたい。
　・今の気持ちをしっかり書きたい。
　このようにワークシートに自分の考えをまとめたＡ子は，授業後の感想に「先輩
という言葉（注：CD のこと）というのを聞いて，内容がくわしく，短くまとめてあっ
てすごいと思いました。」と記し，次の授業に向けて「くわしい事を短くまとめた
方がいいか」と記入し問題意識をもつことができている。
（2）―② 　　　　　　 …自らの考えを広げ深める
　〈対話的学び〉を充実させるために，〈対話するものを生み出す〉場と〈対話した
ことを価値づける〉場を学習活動の中に位置づけた。このように充実させたのは，
言葉の力を身につけるためには，〈学ぶべき価値や工夫〉の中のどれを使う（＝「活
用」）ことがふさわしいのか，思考し，判断し，そして，表現する回数を増やすた
めである。こうして，〈対話的学び〉の過程に，〈学ぶべき価値や工夫〉を使う機会
と場を意図的に設定することによって，「習得」と「活用」を通した思考力，判断力，
要件２のｂ
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表現力の育成の往復活動がおこなわれ，Ａ子をはじめ学習者は，思考，判断，表現
の各活動を頻繁におこなうことになる。
　Ａ子も，複数の〈対話〉を通して，自らの考えを広げ深めることができた。
　〈自らの考えを広げ深めるＡ子〉
【７時間目】
　前時にまとめたワークシートをもとづいて，スピーチ原稿を書き直した。次は，
Ａ子が書き直したスピーチ原稿である。
スピーチ原稿 Ａ子の新たな工夫
　私の登下校　　
 １年○組　Ａ子
　私は，登下校について話します。
　私は中学校からはなれた，戸甫井という所に住んでいます。私
は仲の良い友達と毎日一緒に楽しく中学校に通っています。小学
校のころは，通学団ごとに並んでいくのがあたりまえでした。な
ので，小学校の子たちを見ると，とてもなつかしいなあと思いま
す。今は，登下校が一つの楽しみにもなりました。でも，この前
までは，笑う事がありませんでした。
　部活も始まり，授業が本格的になったばかりの時です。リュッ
クに，教科書がたくさん入っていて，部活の筋肉痛もたくさんあっ
て話す気もしませんでした。でも，中学校に慣れてきて，また，
元の登下校にもどってきました。
　私は，今の登下校は最高に楽しいと思っています。みなさんは
どうですか？きっと私のような経験があると思います。これで終
わります。ありがとうございました。
話題の提示
段落
小学校の頃との比較
段落
段落
問いかけ
あいさつ
　「話題の提示」「比較」「問いかけ」「あいさつ」など１回目のスピーチ原稿にはな
かった話し方の工夫が４種類も増えている。このように書き直した授業後の〈授業
メモ〉には「たくさん直してまとめてみました。書きたいことが書けて（くわしく）
よかった。」とあり，Ａ子なりに満足した書き方ができたことがうかがえる。
　また，１回目のスピーチ原稿では「今は，すごくかばんが重いとか部活の後でつ
かれたとか，つらいことばかりです。」と簡潔に記述していた部分が，「部活も始ま
り，授業が本格的になったばかりの時です。リュックに，教科書がたくさん入って
いて，部活の筋肉痛もたくさんあって話す気もしませんでした。」とより詳しく書
き直されている。【６時間目】の〈授業メモ〉に記した「くわしい事を短くまとめ
た方がいいか」という自分なりの問題意識をもとに解決した書き方となっている。
【４時間目】の〈授業メモ〉の疑問欄に挙げていた「敬語の使用」や「題をつける
こと」も解決した書きぶりとなっている。また，段落の始まり部分を１字分あけて
あり，１回目のスピーチ原稿作りの時よりも段落意識が高まっている。
　このように，Ａ子は，複数の〈対話〉を通して自己の考えを広げ深めることがで
きたのである。このＡ子の成長を，他の学習者も認めていることが【８時間目】の
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〈対話〉の記述からも読み取ることができる。
【８時間目】
　このＡ子のスピーチ（２回目）を聞いた同じ班に他の学習者から，次のような感
想が届けられた。
　説明や具体例を入れる。説明を言うとその時のじょうたいがわかるから，そ
れを思いうかべながらスピーチを聞くとわかりやすいと思った。　　　　　　
敬語を使う。＝私はやっぱり使った方がいいと思いました。人に伝えることだ
から，伝わりやすい方が聞いている人はいいと思った。
かいけつ
班の友だちからのメッセージ Ａ子の発表の良さ
◇Ｋ男より
① 小学校との比較がしていたり，声が大きかったりして良かった
です。
② 中学校は色々とあって，登校が大変になったり（用具で）筋肉
痛になったりするから大変です。
比較
声の大きさ
◇Ｓ男より
① 今（の）自分の状たいを話している。今と昔の比かくがしてあっ
ていい。自分の考えがあっていい。
②授業が本格的になってどう思っているか。
比較
◇Ｙ子より
① 登下校は，小学校とちょっと遠いけど，中学校は楽しいです。
登下校は友達といっしょにかえると楽しいですよね。
②友達はどんな友達ですか？？？
◇Ｋ子より
① 友達といっしょに学校へ行くのは楽しいですよね。大きい声で
聞きやすかったです。
②友達はどんな人ですか？
声の大きさ
　「小学校との比較がしていたり」（Ｋ男）「今と昔の比かくがしてあっていい」（Ｓ
男）という記述があるように，２回目のスピーチ原稿作りで新たに取り入れた工夫
を友だちから認められている。また，「声が大きかったりして良かった」（Ａ男）「大
きい声で聞きやすかったです」（Ｋ子）という記述もあるように，Ａ子が本番に向
けて頑張ろうと決めていたことも認められている。さらに，「登下校は友達といっ
しょにかえると楽しいですよね」（Ｙ子）「友達といっしょに学校へ行くのは楽しい
ですよね」（Ｋ子）という記述もあり，Ａ子に共感する感想を述べている。
　本番のスピーチを終え，Ａ子の〈授業メモ〉には次のように記されていた。
　Ａ子のいう「説明」とは「話題提示文」のことである。本番で初めて使った「私
は，登下校について話します。」（話題提示文）と話したことについて，「説明を言
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うとその時のじょうたいがわかりやすい」とその表現効果を実感した記述がある。
また，わざわざ「かいけつ」とことばを囲み，「敬語のこと」（【４時間目】に抱い
た疑問）が解決できたことを記述している。「聞いている人はいい」と聞き手の立
場に立ち，敬語を使った方が伝わりやすいと判断したことが分かる。分かりやすい
伝え方について考えを深めている。今回も１回目のスピーチ同様他者から自分の話
し方の工夫を認められたり，共感的な感想をもらったりすることができた。
　このように〈対話的学び〉が充実していたことは，Ａ子の記述だけではなく，Ａ
子と同じ班員のＳ男の〈授業メモ〉からもうかがえる。
　スピーチの会をやって他の子のスピーチを聞いてあの子のやりかたがいい
なと思ったりしました。目標は１つはできて１つはできなかったけれど，他の
人の意見のおかげで，できなかった部分のところをやればこういうところが良
かったんだなあとということがわかった。
① 　スピーチの授業をやって，小学校の時とはぜんぜんちがうスピーチができ
た。相手に伝わりやすいようにするためには，説明や具体例などを入れて伝
えること。というように疑問に思っていたことが自分たち（みんなで）かい
けつできるようになれたので，すごく良い授業だと思った。スピーチの下書
きと清書では，内容のまとまりや強調したい部分がすごく変わっていたか
ら，よく考えることができたと思いました。それと，相手の話を想像しなが
らきいたり，自分の経験と比べたりする力が少しついたので，これからはじ
しんをもって「つきました！」といえるように，がんばりたいです。たくさ
んはなしたいことが話せたからよかったです。
②○ 上手な話し方，相手に分かりやすい話し方は，どうすればできるのか？な
どのくわしい内容をかいけつ（自分で）できるようになった。
　○ 自分が思ったこと，気づいたこと，ぎもんに思ったことをたくさんみつけ
れるようになった。
　○ どうすれば目標を達成できるかとかどうれば相手に伝わりやすくなるか
を自分で考えて，答えをみつけることができた。
　Ｓ男は，「こういうところが良かったんだなあということがわかった」と新たな
発見をすることができた。そして，その要因を「他の人の意見のおかげ」つまり，「他
者との協働」の成果によるものであるとし，感謝している。このＳ男の記述こそ，〈対
話するものを生み出す〉場や〈対話したことを価値づける〉場を学習活動に位置づ
けたこれまでの学習活動が充実した〈対話的学び〉であったことの証左である。
　本単元の全学習（８時間）を終えて，自己の学習を振りかえってＡ子が書いたも
のが次のものである。
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　「小学校の時とはぜんぜんちがうスピーチができた」とあるように，Ａ子は，ま
ず冒頭部分に自己の成長に対する喜びを書いている。「説明や具体例」を話すこと
によって，相手に分かりやすい表現になることに気づくことができた。また，スピー
チの下書きと清書を比べ，「内容のまとまりや強調したい部分がすごく変わってい
た」と，書き方がよくなった部分を具体的に挙げ，喜びを表している。
　このように成長することができた要因に「自分たち（みんなで）かいけつ」でき
たことや「よく考えることができた」ことを挙げている。学習活動の中で生まれた
さまざまな疑問をみんなで解決し，Ａ子自身も「よく考えることができた」からこ
そ自己の成長につながったのであろう。【８時間目】の〈授業メモ〉同様，ここに
も〈対話的学び〉の充実ぶりに関して記述している。
　本単元の学習活動を通してできるようになったことを４項目も挙げている。さら
に，これからの学習に向けて身につけたい言葉の力も３項目挙げている。どれも具
体的に記述することができているのは，深く考えることができたからである。これ
らの言葉の力については，「力が少しついた」ことを自覚することができたととも
に「これからはじしんをもってつきました！といえるように，がんばりたい」と記
述し，これからの学びに対する意欲もみせている。
（3） 　　　　　〈主体的な学びの過程の実現〉
　本単元における学習活動の中に「習得」「活用」「探究」という学習プロセスを位
置づけ，〈知っている〉段階から〈使いこなせる〉段階へと学習者の資質・能力を
高めることを目指した。そのために〈学ぶべき価値や工夫〉を〈使いこなせる〉よ
うにするために，「活用」の場と機会を何回も設定した。また，能率よく教え込む
ことをあえてせず，試行錯誤しながらも新たな〈学ぶべき価値や工夫〉を発見した
り身につけたりすることを体験できるように努めた。学習者はその体験の中で，思
考したり，判断したり，表現したりすることができた。
　こうして，本単元において学習者を主体とした学習活動を展開することができ
た。これからの国語科学習指導には，学習者を主体とする学習がいっそう求められ
るに違いない。
（3）―① 　　　　　　 …学習者が見通しをもつ
　学習者を主体とする学習は，〈自立した学習者〉を育む。〈自立した学習者〉は，
要件３
要件３のａ
　○ 文章の中の「はじめ・なか・おわり」にわけ，あいさつやといかけを入れ
て発表することができた。
―これから覚えたい（力をつけたい）言葉―
　△短くまとめた文章を何こもまとめた大きな文章の作り方など
　△一番自分が伝えたいことを相手に短く，くわしく伝えたい。
　△相手の話を想像したりして聞けるようになりたい。
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自己の学習のありようを客観視（メタ認知）することのできる学習者である。学習
者は，「習得」「活用」という学習プロセスにおいて，思考，判断，表現の各活動を
通して，問題を解決したり，新たな問題を発見したりしていく。Ａ子の場合がそう
であったように，その学習では，〈対話的学び〉を通して，自己の言葉の特性が浮
き彫りにされていく。そして，自分はどのような言葉の力を身に付けることができ，
今後どのような言葉の力を身に付けたいのか自覚するまでになった。
　こうした活動を繰り返すことにより，学習者に見通す力が育成されていく。
（3）―② 　　　　　　 …学習者が自らの学習活動を振り返り， 次の学習活動につなげる
　〈自立した学習者〉は，自らの学習活動を振り返ることができる。見通す力が育
まれるためには，〈今〉の学習状況をもとに，〈これまで〉の学習状況を客観視する
ことができなくてはならない。自己の言葉の特性を自覚してこそ見通すことができ
るからである。自己の学習のありようの振り返りを通して，思考，判断，表現の仕
方を見直し，見通す力も確かなものになっていく。このように考えると，学習者は，
〈深い学びの過程〉と〈対話的学びの過程〉を経て，見通す力や振り返る力を身に
付けていくのである。つまり，〈自立した学習者〉を育成するためには，〈深い学び
の過程〉と〈対話的学びの過程〉が必要なのである。変化の激しい社会において，
よりよく生きていくためには〈自立した学習者〉の育成がいっそう求められるので
ある。
３．〈総合的な場〉における学び
　本単元の授業に対する分析をもとにして，「アクティブ・ラーニング」の視点か
ら言語活動の意味を明らかにし，「アクティブ・ラーニング」を重視した授業づく
りについて整理する。
　言語活動を位置づけた学習は，１つの領域に限った学習にはならない。今回取り
上げた授業は，「話すこと・聞くこと」の領域を中心にしながらも「書くこと」「読
むこと」の領域や「言語文化と国語の特質に関する事項」にもかかわる学習となっ
ている。学習活動の中に言語活動を位置づけることにより，このような各領域と事
項が〈総合化〉された学習が生まれる。また，「アクティブ・ラーニング」を重視
した授業は，さまざまな人や物等との対話が生まれる。「アクティブ・ラーニング」
を重視することによって，さまざまな人々が生き，種々の価値観によって形成され
る社会により一歩近づいた有意味な〈総合化〉された場における学びとなる。
　このように，「人」「物」「こと」そして「言葉（領域や事項）」が総合化された〈総
合的な場〉における学びを通して，学習者は，より深く考え，より的確に判断し，
より確かに表現しようとしていく。〈知っている〉段階から〈使いこなせる〉段階
へと学習者の資質・能力を高めるためには，思考，判断，表現の各活動が活性化さ
れた状況に学習者を置くことが効果的である。言語活動と「アクティブ・ラーニン
グ」は，そうした〈総合的な場〉を形作るために必要不可欠な要素なのである。
　これからの国語科学習指導においては，そうした〈総合的な場〉における学びが
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いっそう求められるに違いない。冒頭に示した３要件は，１つだけを満たせばよい
というものではなく，３要件を同時に満たす国語科授業づくりが求められているの
である。
　最後に，これから求められる国語科授業づくりに関して課題を挙げる。
　１．学習時間の確保
　 　学習者主体の授業には，まとまった時間数が必要である。本論で取り上げた言
語活動（スピーチ）の場合，必要な時間数は８時間だった。取り上げる言語活動
や教材によっては，さらに多くの時間数が必要となるであろう。年間の学習指導
の中のどこで，まとまった時間をどのように確保するのか，的確な判断が求めら
れる。また，単元相互のつながりを考えた効果的な位置づけも必要である。
　２．対話的な学習の工夫
　 　学習者の成長につながる，対話的な学習を工夫する必要がある。本論における
実践においては，生活班を活用した。学習状況によっては，教師側が誰（何）と
対話するのか意図的に指示する場合や友だちの学習状況をもとに，誰（何）と対
話をするのか学習者自身が判断する場合があってもよいのではないだろうか。そ
のための資料や掲示物等に工夫を凝らしたい。
　３．言語活動を取り入れた学びの評価のあり方
　 　質的な評価は時間がかかる。「アクティブ・ラーニング」を重視した授業にお
ける言語活動を位置づけた学習活動の評価は，質的な評価が必要である。学校生
活の中の限られた時間の中で，質的な評価を効率よく，適切におこなう評価のあ
り方を考えていく必要がある。そして，質的な評価を年間のどこに位置づけるこ
とが適切なのかも考えなくてはならない。また，定期テストの出題のあり方もさ
らに検討する必要がある。
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